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管理士会 山根 稔教 

管理士会の通年行事として、京都医療科学大学とタイアップした線量計校正及びサー

ベイ実習の研修会を開催します。今回の研修会は例年の線量計校正に付け加え、サーベ

イメータの取り扱いや全身サーベイの実習を行いたいと思います。 

線量計は電離箱式のものに限りますが御施設の線量計を持ち込んでいただき測定精度

の維持にお役立てください。講師を堀井 均先生にお願いしており、楽しみな内容とな

っています。校正証明書の発行もあり、トレーサビリティが取れている裏づけになりま

す。 

なお、持ち込まれる線量計の機種や台数を知るため持ち込まれる線量計の機種、台数、

代表者の事前情報をお知らせください。皆様の多数のご参加をお待ちしています（参加

される方のお名前もお知らせ頂ければ助かります）。 

 

開催日：平成 27 年 9 月 6 日（日） 

時間：10 時 30 分から受付開始 11 時 00 分開催 16 時 00 分終了予定 

場所：京都医療科学大学 1 号館 2 階 講義室および実験室  

     （本館は施錠されていますので奥の 1 号館へお回りください） 

参加費：会員無料、非会員 500 円 

 

申し込み方法 

線量計校正研修会参加希望と伝えていただき、参加者等のご氏名、ご施設名、持ち込ま

れる全ての線量計の機種と台数をお知らせください。①か②の方法でお願いします。 

①京放技事務所宛にメール E-mail:kyohogi@mbox.kyoto-int.or.jp 

②京放技事務に電話連絡 075-802-0082（平日の午後 1 時から 4 時 30 分まで） 

 

持ち込み線量計の登録の申し込み

は 8 月 28 日までにお願いします。

サーベイ実習の参加申し込みは必

要ありません。当日飛び入りでも可

能です。 
  

線量計校正及びサーベイ実習研修会開催のお知らせ 

／
（通算 663 号） 

TEL＆FAX 075-802-0082 E-mail:kyohogi @ mbox.kyoto-inet.or.jp 

ホームページアドレス http://www/kyohogi.jp/ 

公益 
社団法人 京都府放射線技師会 

京放技事務所開所時間（月～金の午後 1 時～5 時） 

京都医療 

科学大学 

八木西 IC 

  亀岡 
↓京都 

↑園部 IC 

9 

京
都
縦
貫
自
動
車
道 

ローソン 

葬祭場 

いちたに 

園
部 

吉
富 

J
R

山
陰
本
線 

ローソン 

← 
京丹波・福知山 

園部高校 

聖カタリナ高校 

京都建築大学校 



(2) 京放技ニュース 平成 27 年 8 月 1 日 

   

 

 

日本放射線技術学会と日本診療放射線技師会は、国民の中に定着している「診療放射線技師＝

レントゲンの技師さん」という固定観念をあらためて正しく認識してもらうために、さまざまな

放射線を利用した治療の分野で活躍する診療放射線技師の重要性に焦点を絞った講演会を企画

しました。本講演会は一般市民向けのものですので、これを機会に、ご家族や近隣の皆さまにお

声掛けの上、ぜひ多数ご参加いただきますようお願いします。 

テーマ 放射線を用いた治療の最前線 ―放射線検査・治療の果たす役割― 

日時  平成 27 年 8 月 29 日（土） 13 時 30 分～16 時 30 分 

会場  京都リサーチパーク 1 号館サイエンスホール 

参加費 一般：無料、会員：1,000 円（事前申し込み不要） 

プログラム 

基調講演「放射線を用いた治療の歴史と進歩（仮）」 

公益社団法人日本放射線腫瘍学会 理事長 西村 恭昌 

シンポジウム 

「放射線を用いた治療の最前線 －放射線検査・治療の果たす役割－」 

司会：JSRT 学術委員長 熊本大学大学院生命科学研究部 白石 順二 

 JART 学術担当 高崎健康福祉大学 児玉 直樹 

1）「手術せずに治す」インターベンショナル・ラジオロジーにおける診療放射線技師の役割 

大阪市立大学医学部附属病院 市田 隆雄 

2）「どこまでみえる心臓病」CT の最新技術と診療放射線技師の役割 

（医）豊田会刈谷豊田総合病院 赤井 亮太 

3）「体内からがんを治療する」放射性同位元素内用治療 

名古屋大学医学部附属病院 阿部 真治 

4）「放射線でがんを治す」放射線治療における診療放射線技師の役割（仮） 

大阪府立急性期総合医療センター 谷 正司 

総合討論 

 

 

 
両丹地区理事 上田 一樹 

平成 27 年度夏季研修会が 8 月末に開催されます。 

秋に開催される、第 31 回日本診療放射線技師学術大会を大いに盛り上げて行く為にも、多数の

会員様の参加をお待ちしております。 

 

日時：平成 27 年 8 月 29 日（土） 14 時 ～ 17 時（13 時 30 分より受付） 

 京放技会員 8 演題、賛助会員演題 1 題予定 

 18 時～ 懇親会（京舞鶴池屋） 

平成 27 年 8 月 30 日（日） 9 時 ～ 12 時 

 京放技会員 8 演題、賛助会員演題 1 題予定 

演題：1．放射線科当直技師から見た水害時の災害拠点病院（仮演題名） 

   2．D-MAT に参加して～診療放射線技師の立場から～（仮演題名） 

   3．島津 X-TV アプリケーションのご紹介～トモシンセンス・SLOT・BMI～ 

   4．整形外科におけるフィルムレスの条件 

   5．グループ間施設における整形 PACS の共同利用（インフォコム） 

   6．散乱線補正ソフトの物理的特性 

   7．散乱線補正ソフトを用いた no-grid 胸部 X 画像のコントラスト改善の検討 

   8．Q factor によるファイバーグリッドの評価 などを予定 

場所：舞鶴赤十字病院 東館講堂 

会費：研修会 会員：無料  非会員：1,000 円 

   懇親会 6,500 円 京舞鶴池屋 

   宿泊費 宿泊の必要な会員様はご自身で予約をお願いします。 

平成 27年度夏季研修会のお知らせ 

第 9回日本放射線技術学会・日本診療放射線技師会公開合同学術セミナー 

 キヤノンライフケアソリューションズ株式会社  075（691）5101 
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広報･渉外委員長 新井 喬 

6 月 14 日（日）9 時より池坊短期大学において恒例

の｢第 50 回京都病院学会｣が開催されました。 

当日はうす曇りで湿度も高く、決して学会日和とはい

えない天候でしたが多数の方に来場していただき、あ

りがとうございました。今回の学会は節目の 50 回目

の学会となり、また、京都府内の医療従事者の参加費

は無料となったため総参加者数は 2,150 名（前回より

197 名増）と過去最高の参加者数になりました。 

今回の学会のテーマである医療における組織についての講演は、アンケート結果での評

価は高く、継続演題のテーマであるチーム医療の討論については参考になったという意

見も数多くありました。 

放射線部門は午後から 28 題の発表でしたが、立ち見で会場内に入れなくなるほどの盛

況で、演題発表は無事に進行しました。 

今回は、参加の受付手順などが変更になりましたが、全体的な大きなトラブルが一切な

く、前回よりもよりスムーズな運営ができたと思います。 

最後に、演者、座長、準備委員のみなさま方々には御礼申しあげます。 

 

 

 

学術委員 四丸 真俊 

7 月 5 日（日）に日本診療放射線技師会と共催で新人診療放射線技師を対象とした「診
療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー」を開催しました。4 月より診療放射線
技師として働き始めた新人 24 名の参加がありました。 

・エチケットマナー講座（講師：丸山久喜） 

新社会人として、また医療人として最低限のマナーについて講義があった。接遇の 5

原則として 1.あいさつ、2.態度、3.表情、4.身だしなみ、5.言葉遣いについて、そして
電話対応、電子メールのマナーについての内容であった。 

・感染対策講座（講師：四丸真俊） 

感染対策として、標準予防策と感染経路別予防策について講義があった。標準予防策
については手指衛生の重要性と効果、また適切な個人防護具（PPE)の使用について講
義があった。感染経路別予防策については、感染経路（空気、飛沫、接触）を遮断す
ることで、病原体の感染を防止する考えについての内容であった。 

感染の公式 100－1＝0（一人でもまもらなければ意味がない！） 

・医療安全講座（講師：林浩二） 

医療事故を未然に防止するために、病院全体として組織的な体制を構築すること、イ
ンシデントやアクシデントの報告は責任追及するものではなく、原因を究明しその対

策を立てていくことが極めて重要であるという内容であった。医療事故防止の原則と
して、いつも「患者さま第一」に考えて欲しいという内容であった。 

・胸部撮影講座（講師：後藤正） 

胸部単純撮影の目的を理解し、その撮影方法について講義があった。講義内容は 1.胸
部撮影の基礎、2.胸部写真の解剖・読影について、3.胸部異常所見の基礎、4.ポータブ
ル撮影についてであった。臨床画像とシェーマで症例の説明があり、読影の補助にも
役立つ内容であった。 

新人技師の方々へ、今後も初心を忘れず頑張って下さい。皆様のご活躍を期待しており
ます。また、技師会への入会も期待しておりますので、よろしくお願い致します。 

診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー報告 

第 50回京都病院学会報告 
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組織調査委員 蒲 順之 

7 月 5 日（日）14 時 20 分より、ホテルセント

ノーム京都平安の間にて、平成 27 年度全地区委

員会が開催されました。参加者は 44 名でした。 

まず、河本副会長より日本診療放射線技師会定時

総会及び前日に行われた X 線発見 120 周年記念

式典の報告が行われた。内容は Network Now 7

月 1 日号に掲載。 

次に轟会長より統一講習会について説明。厚生労働省医政局より「技師法等に関する法

律の一部改正の施行等について」という通達があったのは周知であるが、それに伴う講

習会が具体化された。今年度は「静脈注射」講習終了者を優先し、その後は受講実績の

無い会員を対象に行い最終的には非会員にも行う。非会員の受講料 6 万円のところ技師

会員は 1 万 5 千円と優遇されており会員にはできるだけ早い時期に受講していただきた

い。また受講修了者には、厚労省と技師会から終了証書が発行される。 

北村副会長より平成 27 年 11 月 21 日～23 日に国立京都国際会館で開催する第 31 回全

国学術大会の進捗状況等の説明がなされた。 

演題数はまだ目標に達していないので受付を延長し、目標数を目指すと。全国大会では

あるが気兼ねせず演題申し込みをして欲しいと。なお演者は平成 26 年度会費を納めて

いないと受付できないので早めに会費納入お願いします。 

またスタッフ人員も多数必要であり、一日でもいいのでお手伝いいただける方は連絡を

お願いします。 

今年度の全地区委員会は議題内容も実務に直結する内容もあり参加者も多く、活発な質

疑もあり非常に中身の濃い委員会になったように感じられた。 

統一講習会などで分からないことがあれば身近な地区委員・地区理事を介して質問して

もらえればと思いますので、今後とも技師会活動にご協力願います。 

 

 

 

厚生委員長 中川 稔章 

7 月 5 日（日）ホテルセントノーム京都にて 18 時より

「フレッシュ診療放射線技師の集い」を開催し、今年は初

めての日曜日開催でしたがフレッシュ技師 24 名、一般会

員 41 名、計 65 名の参加者で開催することができました。 

轟会長の挨拶の後、小倉名誉会員の乾杯の音頭により楽し

く始まりました。 

毎年恒例となりましたフレッシュ技師の紹介を施設の先

輩にお願いし、それぞれが戸惑いながらもしっかりとした自己紹介をしていただき、ま

た京都府放射線技師会の理事も自己紹介をするなど、楽しいひとときを過ごすことがで

きました。 

フレッシュ技師の方々は他の施設とまだ交流が少なく、熱心にベテラン技師の話に耳を

傾け、フレッシュ技師同士も情報交換を行なえたのではと思います。 

今回、この会に参加して技師同士の交流がいかに大切かを少しでもわかっていただけた

ならと期待し、20 時、河本副会長の閉会の挨拶により、楽しく会を終了しました。 

日曜日にも関わらず多くの会員の方に参加していただきありがとうございました。 

来年度も引き続き会員の皆様からのフレッシュ技師の紹介をよろしくお願いします。  

フレッシュ診療放射線技師の集い報告 

平成 27年度全地区委員会報告 
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  第 4回理事会報告   平成 27 年 7 月 11 日

議長に松本理事、書記に楡理事を選任し午後 16 時 00 分より
議事に入った。 
I．経過報告及び計画に関する件  
1）経過報告および計画 轟会長 
（経過報告） 
・6 月 13 日 平成 27 年度京放技第 3 回理事会 京放技事務所 
・6 月 14 日 第 50 回京都病院学会 池坊短期大学 
・6 月 20～21 日 関東甲信越診療放射線技師学術大会 
  千葉県市川市文化会館 
・6 月 28 日 全国学術大会プログラム・システム委員会 
  京都第二赤十字病院 
・7 月 5 日 フレッシャーズセミナー セントノーム京都 
・ 京都府放射線技師会第 558 回研修会 
  セントノーム京都 
・ 全地区委員会 セントノーム京都 
・ フレッシュ診療放射線技師の集い 
  セントノーム京都 
（計画） 
・7 月 11 日 平成 27 年度京放技第 4 回理事会 京放技会議室 
・7 月 18 日 全国大会プログラム委員会 京放技会議室 
・7 月 25～26 日 日放技第 3 回理事会 神奈川県湯河原 
・8 月 1～2 日 業務拡大に伴う統一講習会 
  和歌山市北コミュニティセンター 
・8 月 8～9 日 全国大会最終プログラム・システム委員会 
  京放技会議室 
・8 月 29 日 第 9 回日本放射線技術学会・日本診療放射線技

師会公開合同学術セミナー 
  京都リサーチパーク 
・8 月 29～30 日 京放技夏季研修会 舞鶴赤十字病院 
・9 月 4 日 私立病院協会の放射線部会講演会 
  私立病院協会 
・9 月 5 日 近畿会長副会長会議・教育委員会議 
  大放技事務所 
・9 月 6 日 線量計校正及びサーベイ実習研修会 
  京都医療科学大学 
・9 月 12 日 平成 27 年度京放技第 5 回理事会 京放技会議室 
（その他） 
・全国学術大会への協力依頼を京都府下 100 施設宛てに文書
を発送 

・各種学校に学術大会演題発表依頼 
・全国大会への演題登録を要請すること 
演題募集：京都からの演題登録 30 演題目標、参加登録（参
加、情報交換会）200 名（会員、賛助会員等） 

・全国学術大会実行委員会（プログラム等）を 7 月は 2 週間
に 1 回開催 

・8 月中は全国学術大会プログラム委員会を 4～6 回開催。 
・8 月中は全国学術大会実行委員会を 2 回開催。 
・8 月 28 日までに最終プログラムを完成させること。 
2）各委員会報告及び計画 
【庶務】皿谷理事 
・会員数 6 月 30 日現在 490 名（先月+12） 
（内訳）名誉会員 4 名・正会員 459 名・賛助会員 27 社 

新入会 8 名、転入会 4 名、再入会 1 名、転出 1 名 
※平成 27 年度新入会累計 10 名（再入会 1 名含む） 

・委員会報告 
・対外文書 120 件、発刊文書 7 件（6 月 1 日～6 月 30 日） 
・新卒入会 1 名、新入会 3 名、転入会 1 名を承認 
【財務】渡里理事 
・会費納入状況（平成 27 年 5 月末日現在）227 名（49.9%） 

平成 27 年度分納入 39 名、平成 26 年度分納入 3 名 
平成 26 年度会費未納者 17 名、平成 25 年度未納者 0 名 
賛助会費 2 社 5 万円、年報広告料 12 社 28 万円 

・6 月 6 日 委員会開催 京放技事務所 
・6 月 15 日 委員会開催 京放技事務所 
・6 月 19 日 委員会開催 京放技事務所 
・6 月 22 日 委員会開催 京放技事務所 
【学術】原口理事 
・6 月 28 日 全国学術大会プログラム委員会 京都第二日赤 
・7 月 5 日 第 558 回研修会、フレッシャーズセミナー開催 
 研修会 43 名、フレッシャーズ 24 名参加 
  ホテルセントノーム京都 
・7 月 15～8 月 9 日にプログラム委員会を複数回開催予定 

【編集】中島理事 
・6 月 13 日 京都病院学会準備 池坊短期大学 
・6 月 14 日 第 50 回京都病院学会出務 池坊短期大学 
・6 月 25 日 7 月号ニュース校了 田辺中央病院 
・7 月 5 日 研修会・フレッシュ診療放射線技師の集い出席 
  セントノーム京都 
・7 月 20 日 8 月号ニュース編集作業予定 田辺中央病院 
・8 月 8～9 日 全国大会システム委員会出務予定 
  京放技会議室 
・8 月 29～30 日 夏季研修会出席予定 舞鶴赤十字病院 
【広報・渉外】新井理事（庶務理事代読） 
・6 月 13 日 「第 50 回京都病院学会」設営･準備 
  池坊短期大学 
・6 月 14 日 「第 50 回京都病院学会」出務･撤収 
  池坊短期大学 
・7 月 7 日  「第 50 回京都病院学会反省会」開催 
  私立病院協会 
・7 月 8 日 「第 42 回くらしと健康展第一回実行委員会」 
  京都府医師会館 
・10 月 25 日 「第 42 回くらしと健康展」開催予定 
  京都府医師会館 
・11 月 11 日 「第 42 回くらしと健康展反省会」開催予定 
  京都府医師会館 
【組織調査】久保田理事 
・6 月 22 日 組織調査委員会 京放技会議室 
・7 月 5 日 全地区委員会開催合計 43 名（地区委員 19 名） 
  ホテルセントノーム京都 
・7 月 組織調査委員会開催予定（全地区委員会反省会） 
【厚生】中川理事 
・7 月 5 日 フレッシュ診療放射線技師の集い開催 
  ホテルセントノーム京都 
 参加者：フレッシュ 24 名会員 41 名合計 65 名 
・10 月 18 日 近畿地域放射線技師会野球大会開催予定 
  奈良県桜井市芝運動公園 
・野球ユニフォーム購入の承認 
【情報】中田理事 
・7 月 2 日 京放技ニュース PDF 掲載 
【管理士】山根理事 
・6 月 26 日 線量計校正研修会打ち合わせ 
・9 月 6 日 線量計校正及びサーベイ実習研修会開催予定 
  京都医療科学大学 
・11 月 28 日 京都府原子力防災訓練参加予定 丹後地域 
・京都府より原子力防災訓練への参加を強く要望されている。
同じ週に全国学術大会を京都市で開催するのでハードスケ
ジュールになるが、京都府よりたっての要望なので参加で
きる人員を確保するよう尽力する。 

【受賞者選考委員会】河本副会長 
・近々、来年度の勤続 30 年・50 年表彰推薦者の選別を行っ
ていく予定 

II．地区経過報告及び計画に関する件 
1）【北地区】山本理事（庶務理事代読） 
・6 月 30 日 学術大会の演題募集のお願いを連絡網にて配信 
2）【中地区】楡理事 
・6 月 13 日 第 11 回近畿救急撮影セミナーについて配信 
・6 月 13 日 第 50 回京都病院学会準備 
・6 月 14 日 第 50 回京都病院学会出務 
・6 月 16 日 委員会開催 
・6 月 18 日 平成 27 年度夏季研修会のおしらせ、第 113 回

高速 X 線 CT 研究会、第 69 回 CR 研究会の案
内配信 

・6 月 22 日 地区委員へ全地区委員会の出欠確認メール再度
配信 

・7 月 5 日 全地区委員会・第 558 回研修会・フレッシュ放
射線技師の集い参加 ホテルセントノーム京都 

・7 月 7 日 全国学術大会の演題依頼メール配信 
・7 月 8 日 第 9 回合同学術セミナー、第 2 回実践医療被ば

く線量評価セミナー配信 
・6 月 16 日 委員会開催予定 
3）【東地区】長岡理事 
・全国大会でのお手伝いして頂ける方への声かけ配信 
・6 月 15 日 全地区委員会及びフレッシュ診療放射線技師の

集いへの参加お願い 

富士フイルムメディカル株式会社 075（671）0264  株式会社島津製作所 075（811）9111  



(6) 京放技ニュース 平成 27 年 8 月 1 日 

   

4）【西地区】平井理事 
・6 月 15 日 西地区委員へメールにて「全地区委員会」「フレ

ッシュ診療放射線技師の集い」連絡と出欠確認 
・ 「平成 26 年度会費未納者」地区委員へ納入連

絡のお願い 
・ 西地区新入会者への連絡 
・6 月 18 日 西地区一斉メールにて「全地区委員会」再度ご

連絡と出席のお願い 
・6 月 24 日 西地区一斉メールにて「技師会夏期研修会」連

絡と内容報告 
・ 西地区新入会者へメーリングリスト登録の入力

方法説明文の配布 
5）【南地区】大西理事 
・6 月 14 日 第 50 回京都病院学会参加 
・6 月 23 日 全地区委員会の出欠状況を事務所に報告 
・6 月 24 日 フレッシュ診療放射線技師の集いの出欠状況を

事務所に報告 
・6 月 28 日 全国学術大会プログラム委員会出席 
  第二赤十字病院 
・7 月 5 日 全地区委員会、第 558 回研修会、フレッシュ診

療放射線技師の集い参加 
  ホテルセントノーム京都 
6）【両丹地区】上田理事（庶務理事代読） 
・6 月 9 日 平成 27 年度京放技夏期研修会予算見積書送付 
・6 月 16 日 全地区委員会、フレッシャーズセミナーお知ら

せ配信 

・ 7 月号ニュース原稿投稿 
・ 平成 27 年度夏季研修会お知らせ・演題募集配

信 
・6 月 19 日 平成 27 年 3 回理事会議事録投稿 
・8 月 29～30 日 京放技夏季研修会開催予定舞鶴赤十字病院 
・平成 27 年度京放技夏季研修会予算を承認 
7）【西南部地区】松本理事 
・6 月 17 日 全国大会の「実行委員の依頼」「出席可能日の確

認」を地区委員へメール送信 
・6 月 23 日 全地区委員会開催案内と出席確認を地区委員へ

メール送信 
・7 月 3 日 全地区委員会開催案内を地区委員へメール送信 
・7 月 5 日 全地区委員会参加 
・ 第 558 回研修会参加、フレッシュ診療放射線技

師の集い参加 

III．その他 
1) 全国学術大会（北村） 
大会開催に向けて各人員の役割、人数、業務内容、業務期
日を決定する。8 月 8～9 日の委員会では集まった 450 演題
の区分け作業になる。京都からの演題登録が現在 4 演題し
かないので、皆で演題募集を呼びかける。 

次回理事会は平成 27 年 9 月 12 日(土)京放技会議室にて開催
予定 
以上、各議案について採択し承認された。 (文責：楡) 

 

 

 

 
南丹市と京都市の病院にて求人があります。 

詳しくはホームページか事務所までお電話ください。 

 

 

  理事会で決定、報告された重要事項 

● 11月 21～23日開催の第 31回日本診療放射線技師学術大会の演題申し込みは 7月で

締め切られているが、参加申し込みは 9 月 30 日まで行っている。全国大会が近場で

開催されることは稀なので、この機会に多数の参加を呼び掛けるよう努力する。 

 参加は非会員でも可能である。 

● 11 月 28 日に丹後地域で京都府原子力防災訓練が行われる予定で、住民や消防団へ

の放射線の専門家としての意見や説明を求められている。同じ週に全国大会を開催

するのでスケジュール的に厳しいが、京都府よりたっての希望なので人員調整を行

い参加することとする。 

 

  8月以降の京放技活動 

 
 8 月 29 日(土) 第 9 回日本放射線技術学会・日本診療放射線技師会公開合同学術セミナー 

    京都リサーチパーク 

 8 月 29～30 日 平成 27 年度夏季研修会 舞鶴赤十字病院 

 9 月 6 日(日) 線量計校正及びサーベイ実習研修会 京都医療科学大学 

10 月 18 日(日) 平成 27 年度近畿地域放射線技師会野球大会 奈良県桜井市芝運動公園 

10 月 25 日(日) 第 42 回くらしと健康展 京都府医師会館 

求人のお知らせ 

ケアストリームヘルス(株)  06（6534）7090  コニカミノルタヘルスケア(株) 0570（01）1203 

 


